
平成24年度在宅医療連携拠点事業 

（株）在宅ケアセンターひなたぼっこ
における活動報告 

  (株)在宅ケアセンターひなたぼっこ 
   ・訪問看護事業 
   ・療養通所介護事業 
     ・日中一時支援事業 
     ・多機能型事業 
     （児童発達・生活介護）     
   ・指定一般相談支援事業 
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●愛媛県人口1,411,336人 
 松山市人口 516,533人 
  （平成25年3月1日時点） 
 
●県人口の1/3以上が松山市に集中 
 
●高齢化率22.4% 
 
●独居高齢者数は7,200人前後で高止ま 
 りしている 
 
●世帯数は増加しているものの、平均世 
 帯人員数は下降ラインを辿っており、 
 若者夫婦の増加や核家族化により、地 
 域の結びつきが希薄化してきている 
 
 



タ ス ク 課     題 

多職種連携の課題に
対する解決策の抽出 

顔の見える関係性の構築ができていない。 
（特に訪問看護と地域との連携が薄い） 

在宅医療従事者の 
負担軽減の支援 

多職種が活用できるタイムリーな情報共有システム
の構築ができておらず、連絡・報告にかかる時間が
多い。 

効率的な医療提供 
のための多職種連携 

病院での在宅についての情報が不足している。 
多職種から医療的な相談をするところが分からない。
また、敷居が高くて相談しにくいとの意見がある。 
在宅の要である介護職のスキルアップが必要である。 

在宅医療に関する地
域住民への普及啓発 

訪問看護利用からの関わりではなく、早い段階から
の健康維持・増進のための関わりが必要である。 



 多職種連携の課題に対する解決策の抽出 

 １．地域ケア会議 
 ２．ケアネット久米（多職種及び住民による勉強会） 
 ３．地域の資源マップ作成 
 ４．アンケート調査 

 在宅医療従事者の負担軽減の支援 
   タブレット型ipadで愛媛県医師会のサーバーを活用して在宅連携システム開発及び

試験運用 

 効率的な医療提供のための多職種連携 
 １．病院スタッフに対し、訪問看護や在宅サービスの普及・啓発活動 
   特定機能病院（講義：月１～２回）、訪問看護実習 
 ２．介護職員等に対するスキルアップ活動 
 ３．困難事例に対する相談、関係機関との連携・調整（事例紹介）    

 在宅医療に関する地域住民への普及啓発 
 １．週2回、市の交流センター内で無料相談会 
 ２．携帯電話のよる24時間対応の相談の開設 
 ３．ブース内でのベビーマッサージや脱水に対する勉強会の実施 
 ４．「楽しい老後を過ごすために」の講演会開催 

 

 

 
 

活  動  実  績 
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食事について 

相談 

多職種連携 

記録について 

医療的ケア 

緊急時の対応について 

地域の訪問介護職の不安に思っている事 
（複数回答） 

 

n=17（事業所） 

多職種連携の課題に対する解決策の抽出 

医師会・行政を交えた地域ケア会議 
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在宅医療従事者の負担軽減の支援 
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訪問看護師の担当利用者
一覧が見られる 

新しい未読メッセージ件
数を表示 

今までの受信件数を表示 

※記載においての事業所名個人名 
 は仮名です。 



※記載においての事業所名個人名は仮名です。 

訪問時アセスメントツール 連 携 画 面 



ネットワークを利用した主治医との連携 



※利用者名は仮名、連携の記載においては個人の了解を得ています。 

連携ツール画面 



実運用に向けての今後の予定 



日時 テーマ 内容 参加者数 

 ６/７ 
 
 訪問看護の基礎知識 
 

 退院調整看護師に知ってほしい訪問看護制度 36 

 ６/18 
 
 訪問看護師の役割 
 

 訪問看護師の役割と対象（利用者・家族）のとらえ方 37 

 ７/19  介護保険とケアマネジメント  ケアマネジャーの役割と多職種連携について(1) 22 

 ８/29  介護保険とケアマネジメント  ケアマネジャーの役割と多職種連携について(2) 24 

 ９/26  訪問看護ステーションの経営と利用料  訪問看護の利用の仕方と経営の実際 13 

10/10  訪問看護師になって看護計画を立ててみよう  日本訪問看護財団のアセスメントツールを使って(1) 31 

11/７  訪問看護師になって看護計画を立ててみよう  日本訪問看護財団のアセスメントツールを使って(２) 15 

12/５  在宅ターミナルケアについて  在宅ターミナルにおける訪問看護師の役割 20 

３/11  訪問看護ステーションにおけるリハビリテーション   22 

１．特定機能病院のスタッフへの訪問看護の普及・啓発活動 

効率的な医療連携のための多職種連携 



特定機能病院の看護師研修達成状況 
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訪問看護の基礎知識 

訪問看護師の役割 

介護保険とケアマネジメント 

介護保険とケアマネジメント 

訪問看護ステーションの経営と利用料 

訪問看護師になって看護計画を立ててみよう 

訪問看護師になって看護計画を立ててみよう 

在宅ターミナルにおける訪問看護師の役割 

訪問看護ステーションにおけるリハビリテーション 



 
 
 
 
 
● 行政との連携による吸引のフォローアップ研修      全２回  
                                                             参加者：延52名 

● 特定機能病院で訪問看護や在宅サービスの普及・啓発の 
    ための講義・実習      全９回              参加者：延220名 

● 県栄養士会の協力によるヘルパー調理実習・講義 全6回  
                                          参加者：延96名 

● 地域包括支援センターとの連携、 OJTを活用した自己 
  学習についての研修会           参加者：延130名 

● 栄養についての講義    参加者：28名 

● 低栄養について 2回 参加者：延81名 

● ポジショニング講習      参加者：29名 

● 聴覚障害者理解のための勉強会 
                        参加者：25名 

● 人工呼吸器勉強会     参加者：24名 

● 調剤併設型ドラッグストアの薬剤師に 
   よる薬についての勉強会参加者：24名 
  
 
  
 
 
 

薬の勉強会風景 

２．介護職員等に対するスキルアップ活動 
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H24.7月～12月まで毎月 
地域の集会所で開催 

写真を使用するに当たり了承を得ております 

ヘルパー調理実習 



写真を使用するに当たり了承を得ております 

効率的な医療連携のための多職種連携 
勉強会（事業所内で開催） 
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地域の役場 

松山市在住の
夫・子供 

電話相談 

夫は夫で妻とは別
に電話相談 

里帰り出産後、障害を抱えた子
供と共に、夫・子供のいる松山
への帰りたい 

３．困難事例に対する連携・調整 
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地域の役場 

保健センター 地域の福祉相談員 松山市在住の
夫・子供 

電話相談 

相談 

夫は夫で妻とは別
に電話相談 

相談 

里帰り出産後、障害を抱えた子
供と共に、夫・子供のいる松山
への帰りたい 

３．困難事例に対する連携・調整 
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地域の役場 

保健センター 地域の福祉相談員 

医療拠点相談 

松山市在住の
夫・子供 

電話相談 

相談 

夫は夫で妻とは別
に電話相談 

相談 
相談 

里帰り出産後、障害を抱えた子
供と共に、夫・子供のいる松山
への帰りたい 

３．困難事例に対する連携・調整 
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地域の役場 

保健センター 地域の福祉相談員 

呼吸器メーカー 

医療拠点相談 

松山市在住の
夫・子供 

松山市病院のDr.MSW 

訪問看護、訪問介護 

電話相談 

相談 

夫は夫で妻とは別
に電話相談 

相談 
相談 

県外の病院 
訪問看護 

里帰り出産後、障害を抱えた子
供と共に、夫・子供のいる松山
への帰りたい 

連 携 

３．困難事例に対する連携・調整 
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関係職種でカンファレンスを行い、支援体制、環境調整、緊急時の
体制などを検討。その結果・・・ 

安心して夫・子供のいる松山に帰り、 
スムーズに在宅生活が開始できた!! 



ベビーマッサージ 

市内中心の大型アーケード内にある 
松山市まちなか子育て・市民交流センターを利用      

相談の様子 

活動内容 

● 無料相談会（週2回） 

● 24時間対応での電話相談 

● ベビーマッサージ教室 
 （月1回） 

● 勉強会の実施 
  (脱水について など） 

 

在宅医療に関する地域住民への普及啓発 



講 演 会 風 景 
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不明 

元気で長生きする 

ための秘訣 

健康体操 

栄養について 

脱水について 

講演タイトル 

特になし 

ｎ＝２０６ 

年代別セミナー参加者の興味を持った内容 
（複数回答） 

 


